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畑作地帯における有畜経営の経営組織変遷

原　田 淳

1．課題と方法

2。要素保有と経営組織

G）　分析の対象

（2）　要素保有と経営形態・経営組織

3．組織変化の内実

（1）作霞の労働力利上面の性格

（2）　経営組織変遷の論理

（3）経営組織変遷の性質

4．課題と方法

豊．課題と方法

　かつて畑作農業が大きな再編を見せたのが昭和30年代後半以降であり、その流

れが現在まで続いている。諏績規模拡大・機械化・作目の再編が進行し、その過程

で麿畜化が進んで混岡経営と呼ばれる経営形態が現れ、注目を集める。この混同経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
営は．戦前から停滞していた畑作生産力の発展に、その要と位遣づけられてきた。

その混同経営が数多く現れながら、あたかも一過性の存在のごとく急減してしまっ

たことはどのように解釈したらよいのだろうか。言い換えるなら、畑作の生産力展

瀾の特徴をこの減少はどの様に表しているのだろうか。

　現実として、単品毎にみたとき畑作の生産力は格段に高まった。それまで．の混同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
経営の提唱は、こうした単晶毎の生産力の向上が急務であることからでていた。し

かし、実際に混同経営が広まると、專門経営との生産力の比較がとりざたされる。

この様に経営間で生産力を比較するに際しては、単品だけ取り出しての比較では不

備であり、経営全体の総合的な生産力を比較することが必要で、単品を取り上げる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
にしてもその中で位置づけられることの必要性が指摘されている。多品目生産の特

質に根ざした指摘であるが、しかし、贔昌間の比率もその位置づけもまちまちな経

営の問で、具体的な生産力を比較する方法を探ることは困難である。しかしながら、
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牲力の分析にはその儲蝦財ること力糠であり難産力蠣畷潤して
労働力・労働手段そして労働手段であり労働対象でもある土地があげられる。これ

らの要素が結合し、利用されて生産力が発現する。生産力が発現す前提条件とし

ての要素の結合及び利罵を検討することは可能である。その上で生産力が発現して

いく過程を分析すべきである。

　つまり、経営組織の調整から、生産力のあり方を伺うことが必要なわけだが、こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
の組織調整のあり方はまた、経営形態の分化に於て焦点となりながら、問題として

のこされた部分がおおきいのである。経営形態が要素保有の状況に大きく規定され
　　　　　　　　　　　6）
ることが指摘されているが、具体的にどう結び付くのかは整理されていない。

　要素保有の状況が組織調整とどう結び付き、その組織調整が経営形態としてどう

表れ、またそれは生産力展開上どう位置づけられるかの解明が、ここに課題として

浮かび上がってきた。

　形態変化に至るような組織調整と要素保有の結び付きの解明が不十分だった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
背景には、静態的な分析に基づかざるを得ないという事情もあった。そこでここで

は、動態的な分析を試みるために要素保禽と、その結合・利用を示すものとして作付及

び家畜飼養に関するものに絞って時系列データを利用した。これらのデータによって経営

組織の調整過程を分析する。そして、その過程で特に大きな要因としてでてきた労働

力との関わりで、生産力展開の特質を明らかにしていく。その際、組織としての特

質を分析するため、各時点での各作昌・部門の性格を一定のものとして集約性を求

めた。そのための資料として生産費調査を援用した。

2．要素保有と経営組織

　（1）　分析の対象

　素材となる混同経営であるが、類型の煩雑を避けるため、家畜は乳用牛でかつ搾

乳を行っているものに限定する。

　分析のフィールドとしては、十勝管内芽室町を選定した。芽室は現在畑作主体の

農業地帯である十勝申：央部に位置するが、かつては乳用牛飼養が普及し混岡経営の

形成がみられた。しかしそれらは表1及び表2にみられるように、山麓部や沿海部

の地域に比べると早く激しく分化する。山麓部や沿海部では承だ乳用牛飼養や混同

経営の分化、あるいは経営形態の移行が途上庭あるのに対して、芽室では分化の完

成度が高いといえる。つまり、芽室をフィールドとすることによって形態分化とい
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表1　混同経営割合 （単位　％）

年 十 勝 大 樹 鹿 追 芽 室

畑作 混同 酪農 畑作 三岡 酪農 畑作 混同 酪農 畑作 混岡 酪農

59．3

S9．6

T0．9

T7．7

U0．9

16．4

P7．6

P3．6

P0．3

X．6

15．0

Q5．3

Q8．1

Q7．5

Q6．4

0．0

Q7．3

Q7．7

Q2．0

Q4．5

68．3

Q1．3

P重．6

P7．8

P4．5

23．9

T1．4

U0．7

U0．1

U1．0

55．2

Q9．0

R王．3

S3．3

S6．3

26．3

R8．0

R0．5

P3．0

X．8

15．8

R3．0

R8．2

S3．8

S4．0

86．8

V5．6

V9．6

W4．6

W6．4

6．4

P5．0

X．7

T．8

S．8

3．9

V．7

X．2

X．5

W．8

資料：北海道農務部建北海道農業基本調査』より作成

葎 手勝 大．樹 鹿追 芽室

37 4圭．4 50．5 55．7 26．1

40 45．0 54．4 64．9 39．7

45 53．6 70．2 75．7 40．4

50 45．3 69．0 69．5 24．6

55 38．1 69．8 59．6 14．6

58 33．9 70．1 51．5 11．7

表2　乳用牛飼養農家謝合
　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

年 40 違7 51 55 58

酪農

ｬ同

ｨ作

0．24

O．27

O．27

0．64

O．56

O．67

1．29

O．97

P．18

1．93

P．53

P．76

2．37．

P．87

Q．12

表5　一戸当り臨時雇用労働力
　　　　　　　　　　　　　　　　（滋位：人）

資料　表4に同じ

資料　表1に同じ

表4　一戸当り農業従事者 （単位：人）

年 　　40

ﾆ族　常雇

　　47

ﾆ族　常雇

　　51

ﾆ族　常雇

　　55

ﾆ族　常雇

　　58

ﾆ族　常雇

酪農

ｬ同

ｨ作

2．56

Q．78

Q．69

0．10

O．05

O．10

3．66

R．72

R．57

0．09

O．12

O．06

3．39

Q．56

R．25

0．24

O．07

O．17

3．55

R．19

R．23

0．14

O．18

O．08

3．66

R．26

R．38

0．15

O．23

O．08

資料：北海道企画調整部統計課「北海遵農業基本調査集計表」より作成

う現象を純粋な形で観察できるのである。

　上述のような展開の中で経営形態と要素保有はどう結び付き、その結び付きばど

う変化しているのであろうか。まず労働力であるが、表4の様に家族労働力は昭和

40年代には最も多かった混同経営が、逆に50年中には最：も少なくなっている。

しかも褒5の様に臨時雇用の利用では、常に混同経営は酪農より多いものの、畑

作より少ない。家族労｛動力の年齢構成を表6にみると、混同は60才以上が少なく、
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表6　年齢別一戸当り家族農業従事者数

　　　　　　　　　　　（単位：入）

年 歳　㈲ 16～29　　30～59 60以上

47

酪　農

ｬ　　同

п@作

0．95

kO6

O．83

L97

k92

P．97

0．62

O．57

f．6ユ

51

酪　農

ｬ　同

ｨ　作

0．83

O．83

O．66

1．98

k34

P．92

0．57

ｿ39

O．64

55

酪　農

ｬ　岡

ｨ　作

0．84

O．58

ｿ59

1．94

P．98

P．96

α78

O．62

O．68

58

酪　農

ｬ　同

ｨ　作

0．73

O．72

O．62

2．07

P．79

P．98

α86

O．？4

ｿ78

資牽3｝：表4‘こ岡じ

表7　一戸当りトラクター所有台数

　　　　　　　　（単位：台／戸）

年 縫0 47 51 55　　58

酪農

ｬ同

ｨ作

0．24

O．27

O．27

0．64

O．56

O．67

1．29

O．97

P．18

L93

P．53

P．76

2．37

堰C87

Q．ユ2

資料：表4に飼じ

表8　トラクター共同所有農家割合

　　　　　　　　　　（単位：％）

年 40 47 51 55 58

酪農

ｬ同

ｨ作

一…｝ 17．8

P7．4

P9．9

1嘆．1

Q婆，1

P4．1

14．7

P3．8

P0．3

10．5

W．5

V，姦

資料：表4に同じ

また50年代までは30才未満が多い。畑作では常に30才未満が少なく、酪農で

は特に50年代後半以降60才以上が多い。

　労働力の特徴と経営形態の分化の進展とを照らし合わせると．以下のことが推察

される。40年代に形成された混同経営は．若い後継者の就農によって労働力が豊

門に存在する経営士に多かったこと。そこから分化していった酪農経営は高齢者の

う変化しているのであろうか。

就農によって労働力を確保していること。50年代に入っても浜岡経営形態を維持

しているものは、少ない労働力を有効に使っていること。

　次に、機械の装備をみてみる。表7に示されているように、混同経営はトラク

ターの装備が極端に少なく、それを考えると共同所有への依存度が高い（表8）。

　ここまでのことを念頭に、以下個々の経営の動態の把握から課題の解明へ結び付

けていきたい。

　農家の選定に当たっては気象や地形による影響を避けるために中央部の平担地か

ら、集落カードによって乳罵牛飼養の広がりとその分化の進んだ跡が確認される4

集落をまず限定した。その中から、現在まで乳罵牛飼養を継続している経営は可能

な限り対象とすることにして6戸．かつて乳用牛飼養の経歴のあるもの同じく6戸
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の、計12戸を調査した。

　そして、町内の混同経営形成・一定の割合の維持・減少の動きがそれぞれ40年

代の前期・中期・後期に当たり、さらに生産力展開の始動が30年忌後半にあたる

ことを踏まえて、輪作を考慮する畑作の調整期間としても妥当と思われる4年を句

切りとして各経営の変化をみた。

　また、これまで用いてきた畑作・酪農・混同の3区分は、資料として胴いた『北

海道農業基本調査』での区分であった。そこでは、部門間の収入比率が基準として

使われている。しかし、調査農家についてはこの定義を適胴できる資料がない。ま

た、収入は経営の成果に関する指標であるが、ここでは課題を要素の利用と結合の

局面に限定した。そこで、要素の結合利用が投影されたものとして作付比率を区分

の基準とする。そして、飼料作付比率によって畑作と酪農の部門間比率を表わすこ

とにする。飼料作付比率60％以上を酪農とする。飼料作付比率の動きを追ってい

くと、一度60％以上に達した経営はそれを割り込むことがほとんどなく、酪農が

基幹部門として定着したことを窮わせるからである。そして、畑作を飼料作比率20

％未満とし、畑作と酪農の間の飼料作付比率20％以上60％未満の経営を平岡と

する。耕馬飼養のために、乳用牛を飼養していなくても飼料作付比率が王。数％に

なるものが多く、20％での区分はこの様な：藤で意味を持っている。反対に20％

未満でも乳用牛を飼養している経営があるわけで、これはさらに畑作から区分して

少頭飼養とした。

　（2）要素保有と経営形態・経営組織

　ここで定義した区分によって12戸の経営形態の変遷を示したのが図1である。

　経営体は絶えずなんらかの形で変化し続けているものの、その変化には一定の方

向性を持つものと思われる。絶えず起こっている経営要素の変化は変化そのもので

あると同時に、その変化に対応する調整として経営全体に波及する変化の要因でも

あると考えられる。調整の結果として「方向性がバイアスを受けると、それが経営形

態の変化に現れるものと思われる。

　そこで、方向性に違いを生じた経営、つまり同じ経営形態の推移を示しながらも、

やがて違う経営形態に分化していく経営の要素の比較によって、どういう局面で方

向性に違いを生じ、分化していくかを分析していく。

　表9A～Fは図1を基に経営形態の変化を表示し直したものである。これらの表

で、一つ前の表では岡じ位置にいたが次の表では違う位置にあるものを囲っている。
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図1　経営形態の推移

飼料作付墨　・・礁　　畿黙

　　　　畑1’酵業　　　少頭数鰯髪　　　勢望

　34　　　　3　　　　　　　　4　　　　　　　　4

年4＼。．
　39　　　　1　　　　　　　　4

－　　1
　43　　　　　　　　　　　　3
　　年．　　　　　　　6　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　7・3
　　　　　　　　　　　　　1
　47　　　　　　　　　　　　　3

　　年

51

年

　　　555
年　～・3・6

　　7・io

59　　　　5
年

＼／一
〉＜レ，

60％以上

　ら
　酪農

　　　　　　　！　　24“

　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　⊥・鍾＼蝕

　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　4

、／1／！l：田植

！　／！＼極
匪 2 4

　表9　経営形態の変化
A昭和34年から39年 B昭和39年から43年 C目召和43年力為ら47年

畑作
少頭

迫{
混同 酪農 　39

S3 畑作
少頭

迫{
混同 酪農 　43

S7 畑作
少頭

迫{
混囲 酪農

畑作
6

畑作
6

畑作

少頭

迫{
5 710

少頭

迫{

57 3 少頭

迫{ 7

混局
12 13

2　4
W11 混周

10 1　8

@2 混同
6 5 9　0

P12

酪農 酪農
2　王

酪農
8 2　4
@11

1）昭和47年から51年 E昭和51年から55年 F目召和55年力為ら59年

畑作
少頭

迫{
唾罵 酪農 　51

T5 畑作
少頭　　　混同飼養

酪農 　55
T9

畑作…
少頭

迫{
混同 酪農

畑作
37 1

畑作 1　3@7
玉0　　6 畑作

136
V10

少頭

迫{
10 鶴頭

迫{
少頭

迫{

2

混同 　i2
T 混同 5　9

@12
2
混岡 8

醸
2　4
W11 酪農 4　8

@1
酪農

12 塵　8
@玉蓬
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これが比較の対照となる経営を示している。一つに霞ってある経営を並べて要素保

有の比較を行っているのが表一10の1－A～4－Bである。以下この表をもとに

各時期毎に、形態の分化と結び付く要素保有の違いを見極めてゆく。

　そしてこの要素保有と経営形態の結び付きを論理化するには．さらに作付・乳用牛

飼養に現れる組織の調i整過程として把握することが必要である。

　　1）30年代後半から40年代前半

　⑦と⑩、⑧と⑪を比べると、まず、労働力保有に違いが見られるが、経営形態の

相違には至らず、ついで労働力保有の変化と作業機装備の水準に違いが現れた時点

で経営形態が異なる方向に分化している。労働力が増加し作業機の装備が網対的に

少ない⑩⑪が酪農部門の比重の増大する方向に進む。⑧と②の場合、面積規模拡大

の進展の早い②が酪農部門の比重を増大させる方向に進む。⑧と④の場合にはこれに

労働力の増加が重なる④が酪農部門の比重を増大させている。

　⑦と⑩の作付では、作業機装備で上繰るものの労働力に減少を見せる⑦で禾本科

の作付増加が特徴であるのに対し、⑩では豆類が減少したぶん飼料作が拡大し、乳

用牛が増撫している。⑧と⑪の場合、労働力に増加を見ぜる⑪では多頭化とともに

作付は飼料作のみに絞られるのに対し、労働力に増加はないものの量的には多く保

有し、作業機装備で上麟る⑧では根菜類と豆類の作付が維持され、飼料作薦積の差

にも関わらず乳用牛の頭数に大差はない。⑧と②④の場含他の作付には差がなく、

面積規模拡大の差が飼料作諭積の差となって現れているものの、それは労働力の増

加した④でだけ乳用牛の頭数に反映されている。

　①と③では面積規模拡大の違いと労働力の変動に違いがみられ、労働力の増加し

た①では増大した酪農部門の比重が維持されているが、ここでは③で面積規模拡大

の進展が畑作部門の比重増大に結び付いている。

　①と③の場合、面積規模拡大で先行する③が根菜類・飼料作の拡大で先行するが、

一層の面積規模拡大は飼料作から化本科へと方向を転じる。また、常に繭積規模で

下圓っているものの労働力の増加がみられる①では常に③と同等以上の乳用牛頭数

を飼養している。

　　2）40年代前期から中期

　⑤と⑦、⑧と⑫をそれぞれ比較すると、面積規模拡大が進展し．労働力を量的に

確保している方が酪農部門の比重を高める方向に進む。

　⑤と⑦の場合懸積規模拡大が大きく労働力が増加した⑤は、豆類こそ減少するも

のの他の作物は全て増加し、乳用牛も増加するが、⑦では伸びるのは根菜類に絞ら
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れる。⑧と⑫の場舎、面積規模拡大の大きな⑧ではその分が飼料作の増加となり、

乳用牛の増加と結び付いているが．労働力の増えた⑫でも飼料作の動きに関わらず

乳用牛は大きく増加している。

　⑧と①の場合、作業機装備の変化が梢違点である。①では畑作作業機の装備を個

別化という方向で進めていくが、⑧は飼料作作業機の装備へと向かっていく。

　藤積規模拡大に際して⑧では飼料のみが増加したのに対して、①では根菜類と禾

本科の拡大が大きい。

　　3）40年代中期から40年代後期

　①⑩が面積規模拡大に際して作業機の装備の水準を高めるのに対して、⑨⑫は面

積規模不変のまま作業機装備に縮小を見せ、次いで①⑩がさらに作業機装備を高め

たときに畑作部門の比重を高める方向の進む。

　①⑩は乳用牛・飼料作付の減少の一方の禾本科の増加が著しい。⑨⑫では根菜類

が減少する一方、飼料作が拡大するほどの乳規牛の増加はみられない。

　　4）40年代後半から50年代前半

　⑥と⑤では爾積規模の大きさが，⑥と⑨では作業機の装備水準が、常に相違点と

なっている。面積規模が同等であっても作業機装備の水準が高い⑥は畑作部門の比

重を高め、作業機装備が同等であっても面積規模の大きい⑤は混同のまま推移して

いる。⑤では牛舎施設の更薮がみられる点で、違う方向で装備水準が高くなってい

る。⑫でも牛舎施設の水準が高まるとともに⑥のように作業機装備の軽さがみられ、

混同のまま推移している。

　⑥と⑤では、同等の作業機装備でありながら著しく根菜と禾本科の作付面積に格

差をつけられていた⑥が⑤に並ぶにいたる。その際に⑥では飼料作が廃止され乳用

牛飼養が廃止されるのに対して、面積規模が大きく牛舎の更薪があった⑤では一定

維持され、乳用牛が増加する。⑥と⑨⑫を比べた場合、⑨⑫が一定の作付構成を保

っているのに対し、作業機に装備水準に優る⑥は飼料作が廃疵され、根菜類と禾本

科が著しく拡大する。飼料作の廃止とともに⑥では乳用牛飼養が廃止されるが、⑨

では頭数の維持、施設の更新のあった⑫では頭数の増加がみられる。

　②と④⑧⑬の場含、作業機装備の水準が高かった②が、他にはみられない大きな

面積規模拡大に際して一層の装備水準の高度化とともに畑作部門の比重を高める。

一方で④⑧⑪は大きな面積規模拡大はなく、また牛舎施設の装備水準が高まり。そ

の際に乳用牛の増加がみられる。

　作業機装備の水準の高い②では根菜類と化本科が一定面積作付られていたが、作
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表10－1
1－A

形態分化した経営の組織比較

1－C 1－B

少頭→冠頭→三頭 少頭→少頭→混嗣 少玉吟混間→一儲 少頭→混同→少頭 混同→混同→三隅 混1司→混周→酪農 上欄→混血→酪農 混同→混同→酪農

⑦ ⑩ ① ③ ⑧ ② ④ ＠

650 719 夏　類 400 500 豆　類 510 590 555 630 豆　類

34年　規模 10詫α 12£α （a） 34隼　規模 6毘α 8毘α （a） 34年　規模 9滝α 10£α i2融 13．5詫α （a＞

1エ0 105 根菜類 55 95 根菜類 85 80 i　　　　　　　160 190 根菜類

乳牛 2頭 2頭
（a｝ 乳牛 3頭 3頭

（a） 乳牛 6頭 6頭 9頭 7頭 （a）

140 205 飼　料 66 135 飼　料 235 200 270 330 飼　料

労働力 45才17才3人 55才♀33才3人
（a） 労働力 39才2人 48才23才4人 （a＞ 労働力 57才28才4人 50才23才3人 42才2入 41才1人㈲ （a）

0 0 禾本科 0 0 禾本科 0 0 0 0 禾本科

機械 馬3頭 馬3頭
（a） 機械 馬1頭 馬3頭

（a） 機械 馬3頭 馬3頭 馬2頭 馬1頭 （a）

708 383 豆　類 371 555 豆　類 490 414 332 800 豆　類

39奪　規縷 13融 9。5勉
（a） 39年　規模 7融 13£α （a） 39年　規模 11融 13融 ユ3融 13．5融 （a）

400 432 根菜類 124 304 根菜類 1嘆0 166 126 165 根菜類

露盤 2頭（2＞ 5頭
（a） 乳牛 6頭（3｝ 6頭（4） （a） 乳牛 12頭 16蜘① 18頭蓋 10頭（7） （a）

140 119 飼　料 ユ96 430 飼　料 450 605 746 378 飼　料

労働：：カ 50才22才3人 60才黛38才1入 （a＞ 労働力 44才16才3人 52才27才繧人 （a） 労働力 61才32才姦人 55才28才3人（1） 46才2人 45才3人（1） （a）

30 0 禾本科 0 o 禾本科 0 0 83 0 禾本科

機薇 馬1頭 馬i頭
（a） 機微 馬1頭 馬1頭 （a） 機械 馬1頭 馬1頭 トラクター 馬1頭 （a）

トラクター　〔コ トラクター　○ トラクター トラクター

390 400 豆　類

400 241 豆　類 43隼　規模 亙2融 20融
（a） 210 150 115 0 豆　類

43奪　規膜 13毘α 12融
（a） 397 1010 根菜類 43年　規模 11箆α ユ6彪α 19．5詫α 玉3．5挽α （a）

607 597 根菜類 乳牛 7頭（4＞ 3頭（2） （a） 200 192 200 0 根菜類

乳尋 1頭 8頭（5） （a＞ 398 226 飼　料 乳牛 19頭㈱ 20頭㈱ 3顧㈲ 19頭㈱ （a）

73 326 飼　料 労働力 48才20才4人 56：才31才5人 （a） 630 1062 圭457 1160 飼　料

労働；力 54才26才2人 65才靱2才4人
（a） o 300 禾本科 労働力 65才36才4人 59才22才3人（1） 50才22才基人 49才24才3人 （a）

110 40 禾本科 機械 トラクター　［コ トラクター　口
（a｝ o 0 0 0 禾本科

機黍護 トラクター　□ トラクター　○
〈a）

プランター　□ プランター　［3 機械 トラクター　○ トラクター　の トラクター　○ トラクター○
（a）

プラ渚タ｝□ プランター　○ ポテトプランター　△
ポ　　テ　　ト　　　　　　ムハーベスター

プランター　巳 プランター　Ω プランター一　［コ ベ　一　ラ　一　ム
R　　　一

ビート移植機　△ ビート移植機　△ ハ脚ベスター　△ ビートデガー　△ ビート移植機　△ ビート移植機　△ ビートデガー　△ ハ試。タ∠△

デガー　△ ハーベスター　△ ビートデガー　△ 移植機　△ デガー　△ デガー　△ モア・レーキ　ロ

ポテトプランター　△ （移植機不瞬） モア・レーキ　ロ ペ　一　ラ　一　△ モア・レーキ　Ω

デガー　△ モア・レーキ　［コ

モァ・レーキ　臼 注）乳牛頭数の横の（　） のなかの数字1は経産弗頭数

労働力数の横の（ ）のなかの数字はその他の常雇労働力瞥織● 葺蒙町作付ぬ能謂杏繋｝ボ資料：芽室町作付実態調査および

　　　昭禰63年聞き取り調査より作成 機械名の横の印は、○が億人薦、［コが共隅飯薦個人利驚、△が共隅利用を示す

一53一



表10－2

2－A

形態分化した経営の組織比較

牛頭→少頭→混岡
D

牛頭締焼頭→少頭
F

520 708 豆　類

39年 規模 13融 13毘α
（a）

320 嘆00 根菜類

乳牛 2頭② 2頭（2） （a）

180 140 飼　料

労働力 44才｝6才3人 50才22才3人
（a）

0 30 禾本科

機械 ト　ラ　ク　タ　一 □ 馬1頭
（a）

ト　ラ　ク　タ　一 □

490 400 豆　類

43郊 規模 23．5融 13混α （a）

1460 607 根菜類

乳牛 6頭14） 1頭
（a）

220 73 飼　料

労働力 48才20才4人 駿才26才2人 （a）

100 110 禾本科

機械 ト　ラ　ク　タ　一 口 ト　ラ　ク　タ　一 口 （a＞

ビート移植機 △ ビート移植機 △

デガー △ デガー △

ポテトプランター △ ポテトプランター △

デガー △ デガー △

モア・レーキ □ モア・レーキ □

440 442 豆　類

47年 規模 23．5毘（乙 15融
（a）

1244 946 根菜類

乳牛 8頭㈲ 3頭（コ （a）

464 60 飼　料

労鋤力 52才24才3人 58才30才2人 （a）

ユ60 40 禾本科

機械 ト　ラ　ク　タ　一 □ トラ　ク　タ　一 □ （a）

ビート移植機 □ ビート移植機 △

デガー △ デガー △

ポテトプランター △ ポテトプランター △

デガー △ デガー △

ベ　一　ラ　一 □
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2－B

混同締混同→酪農 混同→混同→混同 混圃→混同→混同
⑧ ① ⑫

490 371 677 翼　類

39年 規模 11毘α 7融 i1．5融
（殺）

140 124 198 根菜類

乳牛 12頭（7） 6頭 2頭（1） （a）

450 196 235 飼　料

蛍働力 61才32才4人 艇才16才3人 44才2人 （a）

0 0 0 禾本科

機械 馬1頭 馬1頭 馬1頭 la）

トラ　ク　タ　一 ト　ラ　ク　タ　一

210 390 375 豆　類

姦3年 規模 11融 ユ2融 14兇α （a）

200 397 娃48 根葉類

乳隼 19頭⑬ 7頭（4） 6頭（4） （a）

630 398 430 飼　料

労働力 65才36才4人 48才20才4人 48才19才3人 〈a）

　…O 0 0 禾本科

機械 ト　ラ　ク　タ　一 ○ iトラクタ＿ ［：〕
ト　ラ　ク　タ　一 □ （a）

プラ　ンタ　一 口 プラ　ンタ　一 □ プラ　ン　タ　一 □

ビート移植機 △ ビートデガー △ ビートデガー △

デガー △ ポテトプランター △ ポテトプランター △

ベ　　一　　ラ　一 △ デガー △ デガー △

（ポテトプランターム） iモア’レ　キ o モア・レーキ 臼
（　　　　デガー△） 1（ビート移植機棚 ）

120 430 320 豆　類

47年 規模 18£α ig毘α 1雌α （a）

350 810 298 根菜類

乳牛 40頭㈱ 40才 9頭（2） 19頭息2） （a）

1290 400 645 飼　料

労働力 69才40才4人（2） 52才24才6人 52才23才3人
（a）

0 270 90 禾本科

機械 ト　ラ　ク　タ　一 ○ ト　ラ　ク　タ　一 □ ト　ラ　ク　タ　一 ○ （a）

プラ　ンタ　一 ○ プラ　ンタ　一 ○ プラ　ンタ　一 口

ビート移植機 △ ビート移植機 ○ ビート移植機 △

デガー △ デガー △ デガー △

コーンハーベスター △ ポテトプランター ○ コーンハーベスター △

ベ　一　　ラ　一 ○ ハーベスター ○



表10－3

混同ゆ混岡→畑作 混同→混固→少量 混同→混隅→混同 混同→混陶→混岡

① ⑩ ⑨ ⑫

400 241 415 375 豆　類

43隼　規模 i2泥α 12兇¢ 15磁 1曝α （al

1010 597 635 448 根菜類

乳牛 7頭（4｝ 8頭（51 7頭（4） 6頭㈲
（a＞

226 326 310 430 飼　料

労働力 48才20才違人 65才♀42才4人 50才2ユ才3人 48才19才3人
（a）

300 40 0 0 禾本科

機械 トラクター　□ トラクター　○ トラクター　○ トラクター　0 （a）

プランター　縢 プランター　○ プランター　□ プランター　口
ビートデガー　△ ビート移植機　△ ビートデガー　△ ビートデガー　△

（移植機不明） ハーベスター　△ ポテトプランター　△ ポテトプランター　△

ポテトプランタ洲　△ ハーベスター　△ ハーベスター　△

ハーベスター　△
コ　　　一一　　ン　　　　　　ムハーベスター コ　　　一　　　ン　　　　　　ムハーベスター

モア・レーキ　［＝〕

780 203 480 320 豆　類

47無　規模 19羅α ユ8磁 15£α 14挽α （a）

698 688 薩28 298 根菜類

乳牛 9頭く21 13頭（7） 錘頭（9） 19頭（12） （a）

250 756 450 645 飼　料

労働力 52才24才6人 ♀46才⑲才2人 54才25才4人 52才23才3人
（a）

680 玉20 100 90 禾本科

機械 トラクター　口 トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○
（a）

プランター　○ プランター　○ ビート移植機　△ ビート移植機　△

ビート移植機　0 ビート移植機　△ デガー　△ デガー　△

デガー　△ ハーベスター　△ プランター　口 プランター　口
ポテトプランター　○

ポ　　テ　　ト　　　　　　ムハーベスター

ス＿．娠タ∠△
コ　　　一　　　ン　　　　　　ムハーベスター

ハーベスター　○

200 160 300 393 豆　類

51年　規模 18舵 18舷 17£α 1喚舵
（a）

860 1085 250 100 根菜類

乳牛 0頭 14頭（2） 19頭⑨ 】8頭（8） （al

220 150 io30 790 飼　料

労働力 56才26才4人 ％0才23才3人 58才28才4人 56才27才4人
（a）

1100 375 130 220 禾本科

機械 トラクター　0 トラクター　○ トラクター　O トラクター　○
（a）

プランター　○ プランター　○ ビート移植機　△ ビート移植機　△
ビート移植機　○ ビート移植機○ ン・一ベスター　△ ハーベスター　△

ハーベスター　目 ハーベスター　□ プランター　臼 プランター　欝
ボ升プラ：汐一　〇 ポテトプランター　○ 只＿飯タ∠△ 只＿愚タ∠△
ノ｝ベスター　O 飾・一ベス拓　□
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表10－4
4－A

形態分化した経営の組織比較

酪農→酪農→混同 酪農→酪農→酪農 酪農→酪農→酪農 酪農締酪農ゆ酪農

② ④ ⑧ ⑪

75 330 120 0 豆　類

47年　規模 16混α 22．5毘α 18梅 17兇α （a＞

365 0 350 0 根菜類

乳牛 24頭（20） 45頭（24） 41頭（28） 28頭（20） （a＞

1069 1695 1290 1509 飼　料

労働力 ♀63才26才3人 54才26才4人 72才4エ才4人② 51才28才2人11） （a）

80 200 0 0 禾本科

機械 トラクター　△ トラクター トラクター　○ トラクター　○
（a＞

ビート移植機　○ その他不明 ベーラ　一　○ ベーラ　一　O
ハーベスター　0

コ　　　～　　　ン　　　　　　ムハーベスター

ス＿二四∠△
ベーラ　一　□ ビート移植機　△
コ　　　一一　　　ン　　　　　　○ハーベスター 　　　デガー　ムパイプライン

ミ　ル　カ　一
バンクリーナー

0 0 0 0 豆　類

51奪：規模 16£α 26毘α 18毘α 17£α （a）

200 80 0 0 根菜類

乳牛 30頭（20） 65頭（33） 67頭（45） 33頭（17） （a＞

1300 2537 1750 1410 飼　料

労働力 ♀67才30才3人 58才30才4人 76才45才4人（2） 55才32才4人 （al

ユ00 0 0 0 禾本科

機械 トラクター　○ 機械不明 トラクター　○ トラクター　○
（a＞

ビート移植機　○ パイプライン~　ル　カ　一 ベーラ　一　○ ベーラ　一　○
　ハーベスター　○

xーラ　一　O
バンクリーナー ヌ＿．娠タ∠△

ｮイプ努z
ス＿心タ∠○

只＿娠タと○ バンクリーナー

0 290 0 0 豆　類

55年　規模 30兇α 24．5面 エ8£α 17毘α （a）

1234 0 0 0 根菜類

乳牛 36頭（20） 84頭（47） 64頭（40） 49頭（22）
（a）

1193 1923 ま800 1700 鰯　料

労働力 ♀71才34才3人 62才34才4人 49才孚20才4人 59才36才4人
（a）

465 220 0 0 禾本科

機械 トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○
（a）

ビート移植機　○ ビート移植機　△ ベーラ　一　○ ベーラ　一　0
　バーーベスター　O

|テトプラン砂　○

　ハーベスター　ロ

xーラ　一　□

只＿三層∠△
ｮイ、プ努と

只＿走スタとO
ｮイ、鵡イz

　ハーベスター　○

xーラ　一　○
?＿娠タ∠○

コ　　　一　　　ン　　　　　　ム
?衿うわミ　ル　カ　ーバンクリーナー バンクリーナー バンクリーナー
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4－B
混岡→混岡吟畑作 双三→混同→三岡 混隅→混同→混同 混岡→混嗣→混同

⑥ ⑨ ⑫ ⑤

110 480 320 440 豆　類

47隼　規模 17．5磁 15融 14混α 23．5融 （a）

527 428 298 1460 根菜類

乳牛 23頭（15） 14頭（9） 19頭（12） 8頭㈲ （a）

1058 450 645 464 飼　料

労働力 54才28才5人 54才24才4人 52才23才3人 52才24才3人 （a）

0 100 90 200 禾本科

機械 トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○ トラクター　△
（a）

ビート移植機　○ ビート移植機　△ ビート移植機　△ ビート移植機　〔コ

デガー　△ デガー　△ デガー　△ デガー　△
ポテトプランター　□ 只＿致タ∠△

コ　　　一　　　ン　　　　　　　ムハ～ベスター

ポテトプランター　△

ハーベスター　△ プランター　□ プランター　□ ハーベスター　△

ベーラ　一　ロ
X三，姦≠△

ス＿，娠タ∠ムベーラ　一　〔二］

200 300 393 430 豆　類

51年　規模 17．5泥α 17磁 14髭α 23．5£α （a）

580 250 100 1045 根菜類

乳牛 30頭（17） 19頭（10） 18頭（8） 14頭（6） （a）

960 1030 790 545 飼　料

労働力 58才32才3人 58才28才4人 56才27才4人 56才28才3人 （a）

0 130 220 300 禾本科

機械 トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○ トラクター　○ （a）

ビート移植機　○ ビート移植機　△
ビ　　一　　ト　　　　　　　ムハーベスター

ビート移植機　臼

デガー　△ デガー　△ ビート移植機　△ ハーベスター　○

ポテトプランター　□
コ　　　一　　　ン　　　　　　　ムハーベスター

只＿娠タ∠△ ポテトプランター　O

ハーベスター　△ プランター　懸 プランター　□ ポテトデガー　△
ベーラ　一　〔コ

Xゴ．賑ズム

コ　　　一　　　ン　　　　　　　ムハーベスター

xーラ　一　［コ

60 450 320 260 豆　類

55年　規模 17．5護α 16毘α 16砺 23．5勧 （a）

1王60 434 341 1304 根菜類

乳牛 0頭 17頭（9） 42頭（25） 21頭（14） （a）

0 470 919 586 飼　料

労働力 63才36才3人 62才32才3人 31才2人 32才2人 （a）

520 230 0 200 禾本科

機械 ビート移植機　O ビート移植機　△
ビ　　一　　ト　　　　　　　ムハーベスター

ビート移植機　○ （a）

ノトベスター　○ デガー　△ デガー　△ ハーベスター一　〇

ポテトプランター　○
Nし姦タ墨○ベーラ　一　□

ス＿致タ∠ム
vランター　［＝〕

ｻレル。蛋借

只こ．娠タ∠ム

vランター　ロ
oンクリーナー

ボ升プランター　○

@ハーベスター　○
xーラ　一　○コ　　　一　　　ン

　　　　　　　ムハーベスター

バンクリーナー
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業機装備の水準が一層高められ牛舎施設の更新がないまま、面積規摸拡大の分がそ

のままこれらの作付増となっており．飼料作も乳胴牛の頭数も一定の水準のままで

ある。

　　5）小　　括

　要素保有の変化を概観すると、30年忌後半から面積規模拡大・新規就農・トラ

クターの導入が進み始め、それが40年代前期に本格化する。一方でこの40年代

前期から作業機の導入が進み始める。これらの動きが一段落つくのが40年代の中

期であった。これ以降は共同で導入された作業機の個別装備化が進む一方、保有作

業機を限定する動きもでてくる。乳用牛飼養の施設に蘭して言えば、この40年代

中期から装備の更新が始まり．本格化するのは50年代に入ってからである。50

年代にはいると労働力の高齢化を迎え、減少の勤きもでてくるようになる。

　40年代の前期さらには中期まで、新規就農による労働力の増加は乳穿下頭数の

増加と結び付き、この様な経営では面積規模の拡大は飼料作の増加と結び付いてい

た。この様にして酪農部門が比重を増大させて、混同へさらには酪農へと形態が推

移していく動きが強かった。しかし．40年代中期以降作業機装備の水準の高さが

根菜類および化本科の作付増と結び付く動きが強まる。こうした場繭で面積規模の

拡大は作業機装備水準の高度化と結び付いている。こうして畑作部門の比重の高ま

りは．酪農部門の廃止へと進んでいく。逆に．酪農部門の比重の拡大ないし維持に

は、作付品目の少なさと作業機装備の軽さが結び付いていた。しかし、乳矯牛飼養

頭数の増加は、50年代にはいると牛舎施設の更薪状況と結び付きを見せる。

＄．組織変化の内実

　これまで分析したように、経営組織の変化については．40年代半ばまでは労働

力が、半ば以降は機械施設の装備状況が特に大きなインパクトを持っていた。しか

し、機械・施設が影響を及ぼす背景には労働力の保有状況の変化に一定の流れがあ

ったことを見逃せない。そこで以下では労働力利用に視点を据えて、機械装備の関

与に注目しつつ、経営要素の変化と経営組織の変化の結び付く論理を解明していく。

　（1）作目の労働力利用面での性格

　経営組織が変化するメカニズムを解明するためには、如何なる要因の下で如何な

る効果を追求しているのかを考察しなければならない。要因としての要素にこれま
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表1110認りおよび噸当りの設下学｛動時間（翻込み）（難，醐）
　　馬鈴薯

i対39年比）

　　根　菜

i対39郊野）
小　菱 　　菜　豆

i対39隼比）
　　小　豆

i対39麓比）
乾草
ヘイレ

[ジ
ゲント

Rーン

？経産牛

i対39年比）

39 33．1（1．00） 48．8G，00） 【P，，，「 23。7（1．00） 27．3（1．00） ■5■ ◆　●　曜 ．　，　ゆ 396（i，00）
42 26．8（0．81） 49．2（ユ。0ユ） 9　冒　緊　　　　　　　　　　　，　r　響 23．2（0．98） 27，5（1．01） 脅　9　， ．　◆　9 の　費　● 317（0．80）
46 15．7（0．47） 39．0（0．80） 4．4　1．7 19．2（0．81） 18．6（G．68） 8．8 12．1 34．1 220（0．56）
51 三3、1（0、40） 32．8（0．67） 2．8　1．9 21．3（0．90） 21．3（0．78） 5．3 8．1 23．3 165（0．42）
55 9，6（0．29） 25．8（0．53） 2．1　1，5 14．8（0．62） i8．5（0．68） 4．9 7．0 14．3 145（0．37）
59 9．嘆（0．28） 20、7（0．42） 2．0　1，4 王4．4（0．61） 17．O（0．62） 縫．0 2．8 7．6 129（0．33）

資料）農林水産省北海道統欝審務所『農密産物生産費調査』および農林水産省統計情報部『愛類・工
　　　螢作物等生産費調査』『工芸作物等生産費調査』『米及び牛割生産蟹調査』寒寒度版より作成
濾：1）乾草・ヘイレージ・ゲントコーンについては、合計のみ
　　2）普通畑作物は欝広統計事務所管内、乳牛及び飼料作物は北海道全：域の平均である。
　　3）…は調査iなし
　　4）甜菜の51卑以降は移殖丁丁のみの数値

表12　10a当り月溺労働投下沈丁 （単位二i響間）

無・作物　蕪

42

馬鈴薯
甜　菜
菜　豆
小　豆．

馬鈴薯
甜　菜
小　麦
榮　農
期　豆

　　馬鈴薯
　　甜　菜
51　小　麦
　　菜　麗
　　小　豆

　　馬鈴薯
　　甜　菜
55　小　麦
　　菜　盈
　　小　盈

　　馬鈴薯
　　甜　菜
59　小　麦
　　菜　豆
　　小　豆

1

o．1

0．1

0．6

0．磯

0．ユ

。．1

0．1

0．2

0．0

0．1

0．0

2

0．3

0．2

0．6

0．5

1．0

0．1

0．3

0．2

0．O

o．1

0．0

0．2

0．1

0．ま

0．0

3

0．3

0．1

0．5

0．6

4 5

3．2

6．3

0．2

0．1

　　13．3

0．7　ユ0．2

0．7　　0．ユ

0．5　　0．2

0．1

3．1

0．2

0，4

0．婆

0．2

2．嬢

0．1

0．2

0．5

0．0

3．8

0．0

0．2

0．0

3．9

0．0

0．2

2．3

8．0

0．2

0．5

0。2

3．2

8．0

0．O

O。3

0．G

2．3

4．ユ

。．1

0，5

0．1

ユ．9

3，0

0．2

0．0

0．0

8．1

9．9

2．7

4，4

5．3

12．6

1．5

3．0

2．3

8．4

0．1

1．9

2．o

2．3

7．9

0．0

0。9

i．9

ユ．9

6．9

0。0

1．0

1．5

2．0

5、2

0．1

0．7

1．6

6

4．3

11．8

2．5

5．1

3。G

6，8

1．7

5．1

2，0

6．7

王．5

1．5

1．6

4．3

0．0

2．8

1．9

0，7

3．6

0．0

1．8

3．1

0．6

2．4

0．1

1．6

3．6

7

1．4

4．4

6．7

6．5

α8
3．6

11。1

7．6

1．1

3．3

0，8

4．3

6．3

0．7

2．0

0．3

4．1

6．4

0．5

1．9

0，2

2．8

6．2

0．4

1．5

0．違

2．6

4．3

8

1．8

1．6

0．5

1．8

3、0

1．7

0．1

1．2

0．8

1。4

4．7

0．3

0．9

0．9

1．8

3．2

0．6

三．ま

0．4

1．0

1．0

0．5

1．3

0．5

0．8

0．7

1．9

0。盈

9

9．9

0．2

3．淫

0．1

6．4

0，7

6．8

3．ユ

3．6

0．4

4．6

喚．5

2．3

2．3

0，5

1．5

4．0

至．9

ユ。9

0．4

1、3

4．8

2．7

エ，8

0．3

ユ．4

5。1

4．0

10

4．O

12。6

4．5

3．8

4．4

11．0

4．4

4．1

3．1

5．2

0．5

3．4

3．6

i、9

3。4

5．9

婆．7

1．4

3．0

0．0

2．7

娃．1

i．9

2，7

0．0

1．8

2．8

11

0．1

1．5

2．0

3．1

玉．5

3．1

1．6

0．娃

3．7

0．3

2．3

2．2

0．0

2．5

0．2

2．7

2．7

0．5

1．1

0．2

0．6

2．0

0．3

0．8

0．2

0．3

0．2

12

0．4

0．6

0．0

0．0

0．ま

0．0

0．4

0．ユ

0．0

0．1

0．0

資料）表11に同じ
注：1）いずれも帯広統計事務所管内の平均
　　2）ただし、小変は全道平均、盛年の甜菜・馬鈴薯に関しては帯広統計事務所管内の年合計を全
　　　　道平均の劉合で各月に配分したもの
　　3）数字の上に、、がかかっているのは、その年のその作物の月旦労働投下時間の上位3位まで
　　　　を示す。
　　嘆）甜菜の51年以降は移植栽培のみの数値
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で接近してきたので．ここで効果が現れるところの要素利堀の局面に接近していく。

要素二丁の問接的現れである作付・乳用牛飼養の変化がどういう効果をもたらすか

を明らか犀するには、各作眉がどういう性格を持っているかをふまえておかなけれ

ばならない。

　表11は旧作園の10a当り労働投下時間と一頭当り飼養管理労働投下時間であ

る。栽培作物についてみてみると、下物が最も労働集約的であることと、小麦・牧

草（乾草・ヘイレージ）が労働粗放的であることは終始一貫している。しかしその

間にある馬鈴薯と豆類（小豆・菜豆）の位田関係は40年代に入ってすぐに逆転し

ている。ゲントコーンも労働集約的な位置にあったものが、50年代に入って労働

粗法的な位置づけに急転する。これは各回爵問で省力化の進展度舎に差があったこ

との現れである。39年対比で省力化の度合をみると馬鈴薯・乳用牛飼養・甜菜の

度合の高さに比べて、豆類の遅れが大きい。かつては農業生産の中心であった豆類

に代わって、省力的になった馬鈴薯、差が縮まった甜菜、相対的に省力的になった

乳用牛が作付や飼養頭数を増加させる時期は、省力化に進展の著しい時期と一致す

る。

　しかしながら、労｛動力に関して作付を規刑する最大の要霞は、作業適期に規欄さ

れた労働ピークの存在と、それが重なり合う労働競合によって形成される農繁期の
　　　　8）
存在である。そこで表12’に月別労働投下時間で労働ピークの形成とその重なり合

いの状況をみていく。各年毎に各作物の月別労働時間の上位3位までに労働ピーク

として網をかけた。ちなみに、6・7・9月に○印がついているのは牧草の収穫適

期であることを示している。

　39年には5・6月に著しいピークの重なり合が存在している。それが40年代

以降春・夏に関してはピークが低くなるとともに、ずれあっていることが確認でき

る。これが何に由来するかを表13の作業別労働投下旧聞に求めると、耕転・整地

と施肥作業の省力化が顕著であることが分かる。これが5月の省力化の大きさにつ

ながっていると思われる。しかし、甜菜のみは6月の省力化こそ大きく進むもめの．

5月そして4月は逆に労働投下時間が増加している。これは、直播→間引きから育苗

→移植へと栽培方法の転換が進んだことの現れである。圃場での間引き作業が軽減

されることによって競合の激しかった6月目省力化が進み、競合の少ない4月への

ピークの移行がみられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
　こうして作付構成と耕作規模を厳しく規鰯していた春の農繁期が克服されていき．

根菜類の作付の増加と耕作規模拡大の条件が整えられる。しかしその一方で40年

　　　　　　　　　　　　　　　』一60一



代当初には収穫作業の省力化は進んでおらず、秋作業の労働ピークとその競合を解

消することが課題となる。なぜなら、春の規制の緩和によって労働多投的な根菜類

が作付を急増させたことが、秋の労働ピークをいっそう激しいものにするからであ

る。しかし、40年代も前半の内にこの収穫作業も省力化が進み、42年から46

図2　A
（時聞）

　50

40

豊

春3G
鶴

箏、。

躊

〕
10

17薙

轟
，諏ロ

59年

。

ム

x

o

x

口

。

馬鈴薯

x

x47隼

△5亙葎

055隼

059年

o

o 　　ロ

0　10G　200　30。　400　500　600　700　8。0　900｛。｝
　　　　　　　　　〔作縫面脚

B

（時間）

7G

驚60
轟

鶴50
箏

騒40
〕

30

20

△×

x

△

o

x

ム

△

甜　菜

x
47無

×47年

△51年

ロ55年

Q59隼

費1料；表工1に鰐じ

口

口
△

55年

51年

。 鄭

100　　　　　200　　　　　　300　　　　　4GO

　　　　　　〔1乍付颪蟹）

5GO 6GO 800　　　900 1000
｛a｝

年の間に収穫作業での鐙a当り動力運転時間が甜菜で0．5時間から13時間へ、馬鈴

薯でα8時閥から1．5時間へ増加しており、機械化が省力化を大きく推進したことを

裏付けている。こうして秋の農繁期も克服されて、根菜類の作付面積及び耕作規模

の拡大は飛躍的に進む。
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C

（時躍）

60G

25GO
嚢

翫GG
箏

隔，G。

〕

惚4G年

を　エ

51年

2GG

工GG

4野

為城

　q　　×
55無

　059年

乳用牛（経醒牛）

）　畿
臓　4宕
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　こうした作業機の登場と利用が省力化を進めることになる。そしてその影響も作

昌問で異なって現れる。表14に示してあるように醸菜・馬鈴薯での動力運転時間

は急速に増撫して省力化に貢献し．50年代にはいると動力運転時間そのものも併

減する薪たな段階にはいる。しかし豆類では動力運転下間の伸びの鈍い。こうした

灘化の進蹴況の差が作購成の変イヒにも大き槻れる四

　機械化は省力化を可能にするばかりでなく．作付規模の拡大を可能にすることを

述べたが、その作付規模の拡大がまた省力化を促す。その様子を示したのが図2で

ある。常に急激な：右下がりを示すのが翻菜で、4融辺りまでは大きな省力効果を示

すが、逆に書うと作付面積の少ないほど不利であることになる。馬鈴薯はなだらか

な曲線を描くが．値そのものが小さいため割合にすると甜菜並の省力効果があるこ

とになる。乳周牛の場合、40年代当初には急激な右下がりを示していたが、年を

追う事になだらかになり、15頭辺りから多頭化が進んでも省力効果も省力化そのも

のも進まなくなる。

　（2）経営組織変遷の論理

　先にみた各作屠の性格とその変化を基に．要因としての経営要素の変化と経営組

織の変遷を結びつける論理を明らかにしていきたい。そのためにこれまで解きあか

してきた経営組織の変遷の過程を再整理して、各作目の性格と総合したい。

　経営組織変化の方向性の指標として周いてきた作付構成、そのなかの飼料作比率

と、こうして表した方向性に大きくドライブをかける要琿となって睦た面積規模を
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それぞれ軸に取って、各経営の展開過程を再整理して示したのが図3である。

　この園から2つの特徹を指摘できる。一つは各経営の経過点が集中しているゾー

ンがあることである。このゾーンは面積規模で10～15融、飼料作比率で20～

40％の範囲に形成される。もう～つの特徴は、このゾーンを経過した後の展朋に

大きく3つのパターンがあることである。飼料作比率を高める方向に進み続けるも

の、これらのグループを1とし、②④⑧⑫が属する。一蒔は飼料作比率が拡大する

ものの、後に縮小へと方向転換し、飼料作比率が0％になる経営もでるグループ、

これを藝とし⑥⑨⑩が属する。規模拡大と同時に飼料比率が低下し、その後も規模

拡大の方向にのみ進むもの、このグループを鍛とし①③が属する。これら3つのグ

ループについて、共通に経過するゾーンから展開する時期を取り上げて組織の変化
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表13　作業別労働時間

A馬鈴薯

表14　動力運転時間

耕　起 中　耕 年 馬鈴薯 甜　菜 小　豆 菜　豆
元　肥 播　種 防　除 収　穫

年 整　地 除　草 39 2．0 L2 1．1 i．4

39 1．7 2．3 7．3 5．6 1．4 14．8　　　　42 2．4 4．5 L9 1．9

42 0．7 0．9 7．1 3．7 1．3 12，9　　　　46 4．4 4．5 3．1 3．2

46 0．7 0．4 5．4 2．0 1．1 5．9　　　　51 4．6 6．8 3．9 3．9

5i 0．7 0．2 4．7 L8 L1 4．4　　　　55 4．5 5．7 4．6 3．6

55 0．6 0．1 3．8 0．6 1．1 3．3　　　　59 4濃 5．婆 3．5 4．5

59 0．6 0．2 3．3 0．4 LO 3．7 資料：表11に同じ

B甜菜
耕　起 播　種 中　耕

育　苗 元　肥 間　引 防　除 収　穫
年 整　地 移　植 除　草

39 2．2 2．2 3．8 3．5 12．6 9．5 0．7 14．8

42 8．5 0．6 2．8 8．1 3．6 ユ2．護 0．4 12．9

46 11．1 0．7 1．5 8．0 0．1 9．0 0．6 5．9

51 8．9 0．8 1．1 6．9 0．0 8．1 0．8 44

55 7．7 0．7 0．8 5．5 一 5．0 0．7 3．3

59 6．5 0．8 0．7 4．1 0．3 45 0．7 3．7

C小豆
耕　起 中　耕 脱　穀

元　肥 播　種 防　除 刈　取
年 整　地 除　草 調　i整

39 1．9 L4 1．6 7．8 6．2 5．2 2．1

42 1．1 0．9 0．9 i4．0 o．1 5．5 a3

46 α7 0．2 1．4 8．6 0．4 4．7 2．5

51 0．8 0．4 1．3 9．9 0．3 5．7 2．9

55 0．9 0．2 L2 10．8 0．5 5．3 2．7

59 G．8 G．3 G．6 8．0 G．4 4．3 2．6

資料：表11に隅じ
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を表15－1に示す。つぎにそこからの展開として、1については飼料作比率が60

％を与える時期、猛については飼料作比率が大きく減少に転じる時期、璽について

はさらに規模拡大が進んだ時期を取り上げて、その組織の変化を示したのが表15

－2である。

　　1）1の展開

　機械化が進展する以前・労働力の増加が、労働手段が低位で農繁期による作付規綱

の強い畑作よりも、乳用牛の年頭という形で吸収される。これに規模拡大が引続き、

それが飼料作の拡大につながり、多頭化の裏付けとなる。多頭化によって省力効果

が強く現れて、単位労働当りの処理能力が高められる方向が期待されたことを予想

できる。しかし、労働ノコの確保が大きな課題となって、高齢者の就農が多い。労働

ピークを形成する畑作部門については、機械が導入されても大きく拡大せず、機械

そのものも装備を少なくし、作業が競合する作目間では、品目の取捨選択が行われている。

　　2）獲の展朋

　これらも40年代に入って労働力の増加が乳網牛の点頭と結び付いているが、多

頭化のペースとしては1グループより遅い。これには30年代の規模や労働力の霞

網や、導入の遅かったことが理由として考えられる。40年代に入って多頭化が進

む間に機械の導入が進むものの、その装備は進展が遅いかあるいは装備が欠けてい

くかして、水準が低い。そうした状況の中、40年代半ばの規模拡大に際して飼料

作のみ拡大するものの、しかしながら乳用牛の増加がそれに伴わないというどっち

つかずの状態にある。

　こうした実態は、労働投下時間の分析でみた40年代半ば以降の乳用牛飼養の省

力化の停滞を想起させる。特にそれは、多頭化するメリットの減退として現れてい

た。一方同じ時期に機械化の進展によって根菜類の省力化が進み、しかも作付面積

の増加によって省力効果が高まるという特質があった。また、個別経営の範囲の外

での条件として、小麦・スイートコーンと言った禾本科の省力的な作爵が、省力作

物としての効果を発揮しつつ作付を拡大していく環境が整えられる。

　そして、経営内部の問題としては、労働力の高齢化とそれに伴う減少過程という

事態を迎えたことがある。こうした中で技術進歩に分のあった根菜類の拡大と省力

的な禾本科の導入拡大が機械装備の水準を高めながら進められる。

　　3）璽の展開

　30年代における多頭化に遅れをとっており、この原話としては面積規模の小さ

かったことが考えられる。しかし、40年代に入って面積規模の拡大が急速に進む。
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この面積規模の拡大は機械を利用した根菜類の伸びと、省力的な禾本科の伸びとな

って現れる。一層の規模拡大は労働力の高齢化を迎える中で進むが，禾本科や馬鈴

薯といった省力的な作昌が悼ぴあるいは高い比率を占めているのが特徴である。

　（31経営組織変遷の性質

　こうした論理によって調整された経営組織が生産力的にはどう評緬できるであろ

うか、表16は、生産費調査より各作爵の労働投下時間を援紹し、組織的集約度を

生産力の根元であり組織調整の大きな要困であった労働力を中心に示したものであ

る。これは組織としての性格を示すための指標である。数字を枠で囲ってあるのは．

畑作部門と酪農部門が並存しており、かつ酪農部門の比重が増大ないし維持されて

いる雨期であることを示している。広義の混同経営の状態と言える。

　この枠の中での推移をみていくと、家族労働カー人当り労働投下時問は高い水準

を維持しつつ減少傾向を示さない。同時に、面積当り労働投下蒔閥は、面積の増大

や労働力の減少によって低下しつつも、その低下の度合は枠の外に比べると絹対的

に小さい。これに対し枠の外では、面積当り労働投下蒔問の減少が一人当り労働投

下蒔問の大きな減少をともなって現れている。畑作と酪農の結合が保たれた広義の

混同経営では、各館日毎の標準的技術水準で評価した組織の性格として、規模や労

働力の変化に対応した組織調整が、一定の集約度を保ちながら効率的に行われてい

ることを窺わせる。しかしながら、この様な評価は各作昌毎に標準以上の技術水準

を備えている場合にのみ妥当するのであって、でなければ労作性を示しているに過

ぎない。この労作性ゆえに分化する、あるいは技術の装備水準を作昌を限定してで

も高めることで高い生産力の発現条件を備えることが対応となる。

　この労作性故に分化した專門経営は．その要霞故に省力化の方向で生産力展開を

図っていることが窺えるものの、粗放化としてしか発現していなかった。

墨．結 論

　労働手段が低位な段階で労働力の増加や規模拡大が進行する局面で乳用牛飼養は

拡大していった。しかし、労働手段の高度化が進む、つまり機械が開発されそれが

普及していく局面では、それを利用して根菜類を中心として畑作物の作付規模が拡

大していく動きが強くなり、乳用牛飼養の拡大の動きと競合し、凌駕する場面が多

くなる。

　つまり、低位な労働手毅の下では、労働ピークの存在とその競合が畑作の作付構
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表15－1　経営組織変遷の類型別整理表

　A共通の組織的経過点における作付 B共通の経過点から移行した作付

農　家 奪　次
規　模

ｩ
乳　牛

労働力

i年齢）

甜　菜馬鈴薯
ia）　　（a）

B菜類計鋤

小　麦ヌイートコン

ia）　　（a）

ﾑ本科讃殉

小　豆　菜　豆

ia＞　　（a）

L類計㈱

牧　草　ゲント

ia）　　（a＞

@飼料作物㈱

年　次
規　模

乳　牛
労働力

i年齢）

甜　菜　馬鈴薯

ia）　　（a＞

ｪ菜類計㈱

小　麦ヌイートコン

ia）　　（a）

ﾑ本科訳殆）

小　豆　菜　豆

ia）　　（a）

L類計㈱

牧　草　ゲント

ial　　（a）

迫ｿ作物㈱

④ 34 12 9 42 39 13 18 娃7

？

80　　　80 85　　370 100　　170 10 18 118　　　　8 83　　　一 332　　　一 431　　315
13．5 ㎜ 46．8 22．8 9．8 6．5 25．8 58．0

② 3違 10 6 50 39 12 16 孚55
？ 23 60　　　20 150　　380 70　　13G 10 28 76　　　90 245　　169 375　　230

7．9
一 58．0 19．7 13．7 一 34．1 49．8

⑭ 39 13．5 10 43 43 13．5 19 47 △　　　△

7 16δ　　　　一 350　　450 183　　195 12 24 950　　210
12．2 一 59．3 28．0 … 一 一 86．6

⑧ 39 11 12 64 43 11 ユ9 68　E △△ o △

7 33 140　　　　一 360　　130 235　　215 1遼 37 200　　　一 210　　　一 400　　230

⑫ 43 14 6 48

　12．9

｢　　　△△

一 　45．2
kコ　　　ロ

婆1．5

@△ 47
liユ4

19 52
　ユ8．2

｢△

一
19．圭 57．3

@△
4 19 338　　110 265　　110 100　　330 12 23 298　　　一 90　　　一 180　　140

@232
475　　170

352 一 29．5 33．8 2L6 6．5 46．8

⑩ 盈3 13 10 64 △△ 0　　　0 塵7 ユ8 13 ♀46 △△　　　　△ ○　　　○

5 象42 335　　262 喚0　　　一 70　　170 211　　玉15 7 19 違81　　207 120　　　一 65　　三35 392　　362
46．7 3．1 ユ8．8 25．5 38．2 6．7 11．3 419

⑨ 47 15 14 54 △△ □　　　［⊃ △ 51 18 ユ9 58 △△ m　　　〔］ △

9 27 409　　　19 100　　　一 300　　180 300　　150 圭0 31 250　　　一 130　　　一 100　　200 700　　330
29．4 6．9 32．9 30．9 14．6 7．6 17．5 6α2

⑥ 43 15・ 0 5i △ 47 17．5 23 55 △△　　（△△） □ △　　　△

409　　325 90　　　一 3ユ〇　　五81 80　　　一 15 29 527　　　一 110　　　一 620　　438
47．7 5．9 31．9 5．2 29．8 一

6．2 59．9

③ 39 13 6 53 43 20 3 57 △△　　　　△ □　　　o

4 28 139　　165 180　　195 290　　140
2 32 470　　540 300　　　一 400　　　一 136　　　90

23．6 一
娃3．1 33．4 52．2 15．5 20．7 11．7

① 43 12 7 48 △　　　△△ 懸　　　〔3 47 ユ9 9 52 ○口　　OO ○　　　○

4 19 287　　110 240　　150 2護8　　150
2 23 540　　270 70　　200 120　　160 320　　　70

輔㎜髄曹噌一一 33．5 一 32．9 33．6 42．4 1α5 22．5 20．9

⑦ 39 13 4 50 43 13 1 54 △△　　　△△ □　　　〔コ

2 22 250　　150 30　　　一 350　　358 70　　　70 26 357　　250 110　　　一 250　　150 一　　　　73

31．5 2．4 55．8 11．0 47．5 8．6 31．3 5．7

⑤ 39 13 2 44 43 23．5 6 嘆8 △△　　　△△ □　　　〔＝］

16 300　　　20 270　　250 20　　160 4 20 928　　532 100　　　一 290　　200 一　　　220

24．6 一 4α0 ユ3．9 62．1 43 20．9 9．4

一67一



表15～2　経営組織変遷の類型別整理表

　A2次的な組織展開の嵐発点における作付 B2次的な展開後の作付

　　　　　　　　　　　　　　　労働力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）　　（a）農家隼次規模乳牛　　　　　　　　　　　　　　　（年齢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根菜類計㈱

二二馬鈴薯小麦スイートコン小豆菜豆牧草ゲント
（a）　（a）　（a）　（a）　（a）　（a）　隼次

禾本科計㈱　　豆類計㈱　　飼料作物㈱
④ 39　　　13 18　　　47

10　　　18　　　玉18

43

規　模

② 39　　　12 16　　象55

10　　　28 76

9。8

13．7

8

90

83

6．5

332

25．8

431　　315
　　58．o

245　　 i69　　 375　　 230

34．1

43

　　49．8

　△　　　　　　　　47

護00　　230

　　57．3

19

16

　　　　労働力
乳　牛
　　　　（年齢）

⑧

⑫

43　　　11

47　　　14

19　　　68　　△△

14　　　37　　200

19

12

⑩ 47　　　18

52　　△△

23　　　298

18．2

2L6

ユ3　　♀46　　 △△　　　
［二｝

7　　　 19　　　481　　　207

90

a5

日

210

19．1

巳］　　［〕　　　　　　△　　　59

180　　 140　　 475　　 170

0
203

23．2 58．2

5i

18

16

1ユ8

31

ユ9

51

22

20　　♀59

16　　　22

41

28

42

25

72

荏i

35

ま4　　♀50

2　　　23

甜菜馬鈴薯小麦スイートコン小豆菜豆牧草ゲント
　（a）　　　（a＞　　　（a）　　　（a）　　　（a）　　　（a）　　　（a）　　　（a）

　根菜類計㈱　　　禾本科二二　　　豆類計縮〉　　　飼料作物㈱

⑨ 51　　　18 ユ9

1G

58　　△△

31　　250

38．2

120

130

6、7 11．3

392　　364
41．9

［］　　　口　　　　　　　△　　　55

100　　 200　　 700　　 330

i7 17

9

　△

200

△△

192

△△

350

ロロ

263

工0．3

11．7

ユ9．9

16．7

○畠　　○口

435　　650

62　　△△

35　　　434

60，6

120

280

7，6

21．0

375

5．9

臼

115　　 997　　 460

目　　　i⊃

150　　　一

口

120

9．1
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　　努ζ室鐸町fIヨ｛才実態調査
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成と耕作規模を強く規制していた中で、乳用牛飼養は増加した労働力を吸収する、

あるいは耕作規模を飼料作の省力性によって拡大する役割を強く担っていた。しか

し多頭化が進んだ乳薦牛飼養は労働力の確保を必要とし、設備の近代化による省力

化が必要となってくる。逆に言えば労働力の増加や設備の近代化によって乳用牛飼

養の拡大が可能となり、促されたわけであるが、この時点でかっての役割を終えた

といえる。一方で、畑作においても機械化によって作付構成の規制が大幅に緩和さ

れるとともに、省力化が進んで作付規模の拡大が可能とな：るとともに促される。こ

うした陵階では少頭数の飼養では存在意義をもちえない。また畑作の機械化は乳用

牛飼養の施設の近代化よりも早いペースで進む。特に、5加以上の大きな規模拡大

は選択的な鼓術導入を強く求める。

　こうし三三術進歩の進展状況が技術導入の選択を通して部門構成の変動を左右す

るものの、技術導入の選択に際して要素保有の状況とその変化が判断要因として大

きいことが分った。

　経営組織の調整の結果として変化した経営形態は、それぞれに違った位置づけを

なし得た。各作目毎の標準的技術水準によって評価した場合、二三経営は集約的な

方向で、分化した専門経営は省力化の方向で、それぞれ生産力展開を追求する組織

編成へとすすんでいることが分かった。しかし混同経営に関していえば、組織の性

格として評価したものであって、現実の技術装備の水準が低い経営に当てはめると

きには労作性が強いことの現れと読み取らないとならない。多部門に、規模を要求

する鼓術装備を受け入れることは難しく、作目を限定していく、その選択としては

専門経営に分化していくことが対応となるが、その専門経営では省力的生産力展開

の方向が労働力利用の粗放化としてあらわれていた。

　ここで問題となるのは、技術装備の選択に際して要素だけでは説明しきれない部

分が残されていることである。もうひとつは、専門経営での三二性が何に由来する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11♪12）
のか、どの様に解消できるのかということである。この両者に答えるためには、具

体的な生産力の発現に至る技術的なプロセスの解溺が必要であると思われる。

付　記

　小稿の作成に当たっては、実に多くの方々に御助力・ご協力をいただき、感謝に

絶えない。この場を借りて、資料を提供していただいた北海道農業試験場経営部（現

農村計画部）の方々、同畑作部機械化経営研究室の方々、芽室町農協の方々、十勝

中部地区農業改良普及所芽室駐在所の方々、調査農家の方々、その紹介の労を取っ
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ていただいた芽室町役場農政課の方々、そして何より終始御指導・御助力を仰いだ

北海道大学農業経営学研究室の教官及び大学院生の皆様に、心より感謝の意を表し

たい。

注：

　1）崎浦誠治『農業生産力構造論』参照

　2）崎浦　前掲書参照

　3）太田原高昭「北海道畑作地帯の混同経営」

　　　梶井功編『畜産経営と土地利用実態編』参照

　4）矢島武『現代の農業経営学』参照

　5）小林一「混同経営の形態分化に関する一考察」

　　　　北海道大学聖経論叢第33集参照

　6）小林　前掲論文参照

　7）小林　前掲論文参照

　8）鈴木愛徳「畑作経営の発展と地力再生産」

　　　鈴木福松編『農業経営の構造的再編』参照

　9）吉田英雄「北海道畑作・酪農の展開と現状」

　　　大沼・七戸・吉田著『日本のフロンティアのゆくえ』参照

　紛）吉田　前掲論文参照

11）鈴木愛徳「畑作経営単純化の条件と限界」

　　　　北農試農業経営部研究資料第婆2号に指摘されている作付の単純化と特定

　　　　作目への集申による、新たな労働ピークの尖鋭化と農閑期の拡大が要因と

　　　　して考えられる。

12）このために、矢島武「現代の農業経営学』の第2章に指摘されているように、

　　　余剰労働力の保有あるいは生産の増大・経営の拡大が阻害されている状況が

　　　考えられる。
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